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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第65期
第２四半期
連結累計期間

第66期
第２四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 3,478,653 3,787,265 7,434,580

経常利益 (千円) 68,503 661,820 439,483

四半期(当期)純利益 (千円) 26,350 476,533 445,647

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 141,801 460,451 548,337

純資産額 (千円) 4,906,681 5,724,159 5,312,989

総資産額 (千円) 12,253,689 12,081,584 12,354,926

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 3.43 62.11 58.07

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 40.0 47.4 43.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 465,258 520,189 472,105

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △44,983 △72,988 △63,426

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △596,946 △468,927 △823,867

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,091,556 814,605 855,158

　

回次
第65期
第２四半期
連結会計期間

第66期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 11.27 35.74

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第65期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

連結の範囲からの除外：NANSIN USA CORPORATION（セグメント情報の区分：アメリカ)

この結果、平成23年９月30日現在では、当社グループは、当社及び子会社３社により構成されることとな

り、セグメント情報の区分からアメリカが外れております。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に

関する事項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度

の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
（１） 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災以降内需の回復が見られる一方で、欧州

債務問題等に起因する急激な円高の進行や株安により景気が減速し、予断を許さない状況が続いておりま

す。

当社グループが属する業界におきましても、主要な取引先である機械工具業界や物流業界からの受注が

伸び悩み、厳しい経営環境に置かれております。　

こうした状況の下、当社グループは、生産の海外シフト等による原価低減や固定費の更なる圧縮に努め、

経営体質の充実強化に注力してまいりました。　

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は医療・介護向けキャスターの伸長等により3,787,265千

円（前年同四半期比8.9％増）、営業利益は粗利益率の改善や経費削減効果により594,703千円（前年同四

半期比234.1％増）、経常利益は661,820千円（前年同四半期比866.1％増）、四半期純利益は476,533千円

（前年同四半期比1,708.4%増）となりました。　

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

○日本　

売上高は3,603,858千円(前年同四半期比9.6％増）、セグメント利益(営業利益)は475,598千円（前年同

四半期比210.2％増）となりました。　

○マレーシア　

売上高は生産の増大により888,406千円（前年同四半期比24.2％増）、セグメント利益（営業利益)は増

収及び円高に伴う原価低減により113,374千円（前年同四半期比40.1％増）となりました。　

○中国　

売上高は生産の増大により435,384千円（前年同四半期比22.7％増）、セグメント利益（営業利益)は急

激な物価上昇があったものの増収により25,262千円（前年同四半期比121.5％増）となりました。　
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（２） 財政状態の分析

（資産）　

流動資産は、前連結会計年度末に比べて0.3%増加し、5,785,294千円となりました。これは主に、たな卸資

産が248,184千円増加し、受取手形及び売掛金が120,335千円減少したことによります。　

固定資産は、前連結会計年度末に比べて4.4%減少し、6,296,290千円となりました。これは主に、建物及び

構築物が111,151千円減少したことによります。　

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて2.2%減少し、12,081,584千円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて6.6%減少し、4,153,818千円となりました。これは主に、短期借入

金が338,154千円減少したことによります。　

固定負債は、前連結会計年度末に比べて15.1%減少し、2,203,606千円となりました。これは主に、リース契

約補償損失引当金が170,192千円減少したことによります。　

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて9.7%減少し、6,357,424千円となりました。　

（純資産）　

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて7.7%増加し、5,724,159千円となりました。これは主に、利益剰

余金が427,252千円増加したことによります。　

この結果、自己資本比率は47.4%となりました。　

　
（３）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べて40,553千円減少

し、814,605千円となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は、以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、520,189千円（前年同四半期は

465,258千円の増加）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益667,146千円によるものであり

ます。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、72,988千円（前年同四半期は44,983

千円の減少）となりました。これは主に、定期預金の増加54,098千円によるものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、468,927千円（前年同四半期は

596,946千円の減少）となりました。これは主に、短期借入金の減少338,088千円によるものであります。　

　
（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。　

　
（５）研究開発活動　

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、31,827千円であります。　　

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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（６）従業員数

当第２四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。　

　
（７）生産、受注及び販売の実績　

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

　
（８）主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末にお

ける計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,200,000

計 29,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,708,000 7,708,000
大阪証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は
1,000株であります。

計 7,708,000 7,708,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　

　　   該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　

　　   該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　

　　   該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年９月30日 ― 7,708,000 ― 1,696,500 ― 1,516,000
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

斎 藤 信 房 東京都武蔵野市 1,084 14.07

ナンシン取引先持株会 東京都中央区八丁堀三丁目21番４号 604 7.84

斎 藤 光 代 東京都武蔵野市 580 7.52

有限会社フジシゲ 東京都中央区八丁堀三丁目21番４号 477 6.19

斎 藤 邦 彦 神奈川県川崎市高津区 423 5.49

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲二丁目10番17号 225 2.92

斎 藤 彰 則 東京都江戸川区 215 2.79

斎 藤 次 子 東京都武蔵野市 180 2.34

田 中 園 枝 東京都渋谷区 166 2.16

阪 田 和 弘 鳥取県鳥取市 141 1.83

計 ― 4,096 53.15

(注) 千株未満は切捨てております。 

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   35,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,659,000
7,659 ―

単元未満株式 普通株式   14,000― ―

発行済株式総数 7,708,000― ―

総株主の議決権 ― 7,659 ―
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② 【自己株式等】

　 　 平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社ナンシン

東京都中央区八丁堀三丁
目21番４号

35,000 ― 35,000 0.45

計 ― 35,000 ― 35,000 0.45

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、東陽監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,463,945 1,464,044

受取手形及び売掛金 2,116,865 1,996,530

有価証券 299,817 299,880

商品及び製品 840,033 996,708

仕掛品 256,998 279,922

原材料及び貯蔵品 503,462 572,048

その他 289,885 179,214

貸倒引当金 △3,265 △3,053

流動資産合計 5,767,743 5,785,294

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,690,625 2,579,473

土地 2,319,600 2,319,600

その他（純額） 455,292 406,386

有形固定資産合計 5,465,517 5,305,460

無形固定資産 298,254 263,207

投資その他の資産

その他 837,193 742,463

貸倒引当金 △13,781 △14,841

投資その他の資産合計 823,411 727,622

固定資産合計 6,587,183 6,296,290

資産合計 12,354,926 12,081,584
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,073,930 1,149,087

短期借入金 2,950,000 2,611,845

1年内返済予定の長期借入金 124,200 88,500

未払法人税等 159 11,880

賞与引当金 52,104 45,894

その他 245,173 246,611

流動負債合計 4,445,567 4,153,818

固定負債

長期借入金 131,250 97,050

退職給付引当金 301,184 252,083

役員退職慰労引当金 476,615 410,190

リース契約補償損失引当金 1,243,113 1,072,920

事業整理損失引当金 279,739 237,499

資産除去債務 18,387 18,561

その他 146,079 115,302

固定負債合計 2,596,370 2,203,606

負債合計 7,041,937 6,357,424

純資産の部

株主資本

資本金 1,696,500 1,696,500

資本剰余金 1,542,759 1,542,759

利益剰余金 2,136,227 2,563,480

自己株式 △9,309 △9,309

株主資本合計 5,366,176 5,793,429

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 15,899 10,356

為替換算調整勘定 △69,087 △79,625

その他の包括利益累計額合計 △53,187 △69,269

純資産合計 5,312,989 5,724,159

負債純資産合計 12,354,926 12,081,584
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 3,478,653 3,787,265

売上原価 2,545,776 2,500,356

売上総利益 932,877 1,286,908

販売費及び一般管理費 ※1
 754,889

※1
 692,204

営業利益 177,987 594,703

営業外収益

受取利息及び配当金 4,796 6,000

受取賃貸料 49,605 19,371

物品売却益 3,559 2,957

為替差益 － 55,523

その他 15,490 13,465

営業外収益合計 73,451 97,317

営業外費用

支払利息 21,309 13,703

賃借料 37,475 －

賃貸収入原価 6,025 6,025

為替差損 109,390 －

その他 8,732 10,472

営業外費用合計 182,934 30,201

経常利益 68,503 661,820

特別利益

固定資産売却益 15 85

賞与引当金戻入額 6,321 －

違約金収入 － 10,000

その他 3,092 －

特別利益合計 9,428 10,085

特別損失

固定資産除売却損 1,357 69

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 12,948 －

事業整理損 － 4,689

その他 3,944 －

特別損失合計 18,251 4,758

税金等調整前四半期純利益 59,681 667,146

法人税、住民税及び事業税 34,542 30,184

過年度法人税等 13,960 －

法人税等調整額 △15,172 160,428

法人税等合計 33,330 190,613

少数株主損益調整前四半期純利益 26,350 476,533

四半期純利益 26,350 476,533
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 26,350 476,533

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 10,909 △5,543

為替換算調整勘定 104,540 △10,538

その他の包括利益合計 115,450 △16,081

四半期包括利益 141,801 460,451

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 141,801 460,451

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 59,681 667,146

減価償却費 160,540 152,547

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,246 928

賞与引当金の増減額（△は減少） － △6,210

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,105 △49,101

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,930 △66,425

受取利息及び受取配当金 △4,796 △6,000

支払利息 21,309 13,703

社債利息 121 －

為替差損益（△は益） 73,171 △71,508

有形固定資産売却損益（△は益） △15 △16

有形固定資産除却損 1,357 －

売上債権の増減額（△は増加） 72,282 89,504

たな卸資産の増減額（△は増加） 26,881 △291,436

仕入債務の増減額（△は減少） 119,090 108,664

未払消費税等の増減額（△は減少） △74,913 △3,323

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 12,948 －

その他 65,750 35,549

小計 543,693 574,022

利息及び配当金の受取額 5,941 5,887

利息の支払額 △16,797 △13,360

社債利息の支払額 △121 －

補助金の受取額 － 26,863

リース損失支払額 △35,498 △41,960

事業整理損失支払額 － △13,713

法人税等の支払額 △35,021 △26,907

法人税等の還付額 3,062 9,358

営業活動によるキャッシュ・フロー 465,258 520,189

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △548,865 △630,018

定期預金の払戻による収入 534,708 575,920

有価証券の取得による支出 △199,857 △199,920

有価証券の売却による収入 199,620 199,857

有形固定資産の取得による支出 △19,059 △11,664

有形固定資産の売却による収入 30 248

投資有価証券の取得による支出 △754 －

その他 △10,805 △7,411

投資活動によるキャッシュ・フロー △44,983 △72,988
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △460,000 △338,088

長期借入金の返済による支出 △87,600 △69,900

社債の償還による支出 △20,000 －

長期未払金の返済による支出 △8,063 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △20,716 △23,245

自己株式の取得による支出 △82 －

配当金の支払額 △484 △37,694

財務活動によるキャッシュ・フロー △596,946 △468,927

現金及び現金同等物に係る換算差額 △11,969 △16,967

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △188,640 △38,694

現金及び現金同等物の期首残高 1,280,197 855,158

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 － △1,859

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,091,556

※１
 814,605
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。　

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

前連結会計年度まで連結の範囲に含めておりました子会社 NANSIN USA CORPORATIONは、平成23年９月に清算

結了したため、連結の範囲から除外しております。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　　該当事項はありません。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　該当事項はありません。　

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

 (会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

給与手当 　　　　   212,568千円 201,304千円

賞与引当金繰入額  　　　　   33,504千円 25,772千円

退職給付費用  　　　　   20,257千円 11,332千円

役員退職慰労引当金繰入額  　　　　   6,930千円 8,825千円

減価償却費  　　　　   41,591千円 44,507千円

貸倒引当金繰入額 3,800千円 963千円

　

EDINET提出書類

株式会社ナンシン(E02447)

四半期報告書

17/23



　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

現金及び預金 1,685,859千円 1,464,044千円

有価証券 299,767千円 299,880千円

計 1,985,626千円 1,763,924千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △594,303千円 △649,438千円

MMF及びCP以外の有価証券 △299,767千円 △299,880千円

現金及び現金同等物 1,091,556千円 814,605千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

  該当事項はありません。　

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

  該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

  該当事項はありません。　

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年6月29日
定時株主総会

普通株式 38,363 5.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

  該当事項はありません。　　

　

３．株主資本の著しい変動

  該当事項はありません。　　

　

EDINET提出書類

株式会社ナンシン(E02447)

四半期報告書

18/23



(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
日本 マレーシア 中国 アメリカ イギリス

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,271,09844,840140,61722,097 ― 3,478,653

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

16,389670,534214,090 ― ― 901,014

計 3,287,488715,374354,70722,097 ― 4,379,667

セグメント利益又は損失(△) 153,32780,92311,406△13,115△25,905 206,636

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 206,636

セグメント間取引消去 △28,649

四半期連結損益計算書の営業利益 177,987

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

合計
日本 マレーシア 中国

売上高 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,596,828 46,699 143,737 3,787,265

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

7,029 841,707 291,646 1,140,384

計 3,603,858 888,406 435,384 4,927,649

セグメント利益 475,598 113,374 25,262 614,235

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 614,235

セグメント間取引消去 △19,531

四半期連結損益計算書の営業利益 594,703

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項はありません。

　

  ４．報告セグメントの変更等に関する事項

所在地セグメントのアメリカであるNANSIN USA CORPORATIONが、第１四半期連結会計期間において

連結の範囲から除外になったために、前第２四半期連結累計期間に記載しておりましたアメリカは、当

第２四半期連結累計期間において報告セグメントから外れております。

また、所在地セグメントのイギリスである NSG EUROPE LTD.は、前連結会計年度末において整理に伴

う損失に備えるため事業整理損失引当金を計上しており、今後追加損失が発生する見込みが無くなっ

たため、前第２四半期連結累計期間に記載しておりましたイギリスは、当第２四半期連結累計期間にお

いて報告セグメントから外れております。

EDINET提出書類

株式会社ナンシン(E02447)

四半期報告書

20/23



　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありま

せん。　

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末と比較して著しい変動がありま

せん。　

　

(デリバティブ取引関係)

　  該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

    該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

    １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 3円43銭 62円11銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 26,350 476,533

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 26,350 476,533

    普通株式の期中平均株式数(株) 7,674,431 7,672,727

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

(重要な後発事象)

　  該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月14日

株式会社ナンシン

取締役会  御中

　

東 陽 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    中　野　　敦　夫    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　杉　　真　剛    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社ナンシンの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平
成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年
９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ナンシン及び連結子会社の平成23年
９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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